
　

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協
で
は
、
乳
幼
児
の
保
護
者
を

対
象
に
専
門
家
が
講
義
を
行
う
「
子
育
て
教
室
」
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
梶
原
診
療
所
の
小
児

科
倉
信
医
師
を
中
心
に
30
年
以
上
行
っ
て
お
り
、
現
在
ま

で
で
３
０
０
人
以
上
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
９
月
15
日
（
土
）
開
講
。
２
月
16
日
（
土
）

ま
で
計
９
回
行
う
予
定
で
す
。
内
容
は
子
ど
も
の
ケ
ガ
や

病
気
、
栄
養
、
歯
の
健
康
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
な
ど
で

す
。
講
義
中
は
、
職
員
と
組
合
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
受
講
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

専
門
家
の
講
義
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
只
今
受

講
生
募
集
中
。
受
講
ご
希
望
の
方
は
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
お
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

:

梶
原
診
療
所　

子
育
て
教
室
担
当
（
山
根
・
渡

邉
彩
・
森
脇
）
０
３

－

９
１
１

－
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７
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当
生
協
第
54
回
通
常
総

代
会
が
６
月
24
日
、
北
区

王
子
の
北
と
ぴ
あ
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
前
年
度
事
業

活
動
の
振
り
返
り
・
決
算
、

損
失
金
処
理
案
・
新
年
度

活
動
計
画
・
同
予
算
な
ど

理
事
会
が
提
出
し
た
全
議

案
に
つ
い
て
決
定
し
、
実
質
的
な
２
０
１
８

年
度
活
動
に
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
退
任
す
る
役
員
の
補
充
役
員
選
任
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
花

川
北
区
長
、
安
岡
東
京
都
生
協
連
組
織
課

長
、
岡
部
顧
問
税
理
士
が
臨
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
議
長
に
飛
鳥
山
支
部
の
徳
岡
め

ぐ
み
総
代
、
東
尾
久
支
部
の
野
島
美
幸
総
代

を
選
出
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
代
表
挨
拶
で
は
、
土
屋
理
事
長
よ

り
「
本
総
会
で
は
、
み
ら
い
５
か
年
計
画
の

成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
、
次
期
わ
く

わ
く
５
ヵ
年
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
し

て
い
た
だ
き
、
人
生
１
０
０
歳
時
代
に
向
け

て
、
私
た
ち
の
医
療
生
協
の
活
動
を
根
本
的

に
見
直
し
、
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
る
組
織

に
変
え
た
い
。
そ
の
柱
と
な
る
の
は
一
昨

年
総
代
会
で
決
定
し
た
東
京
ふ
れ
あ
い
医

療
生
協
の
理
念
「
あ
な
た
が
主
役
い
ら
れ

る
ま
ち
、
ふ
れ
あ
い
の
〝
わ
〞
が
未
来
を

つ
く
る
」
と
３
つ
の
ク
レ
ド
（
信
条
）「
健

康
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
組
織
づ
く

り
」
に
依
拠
し
、
大
き
な
改
革
を
進
め
た

い
。
過
去
５
年
間
で
約
１
億
１
千
万
の
累

積
赤
字
を
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
ま
で
に
内
部
留
保
を
確
保
し
黒
字

化
に
転
換
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
「
本
人
出
席
１
１
０
名
・
代

理
出
席
４
名
・
書
面
議
決
書
提
出
90
名
で
、

過
半
数
を
満
た
し
て
い
る
」
と
遠
藤
総
代

会
運
営
委
員
長
が
報
告
し
、
徳
岡
議
長
に

よ
る
大
会
成
立
宣
言
を
受
け
議
案
審
議
に

入
り
ま
し
た
。

　

池
田
専
務
理
事
よ
り
項
目
ご
と
に

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告
と
２
０
１
８
年
度

活
動
方
針
を
交
互
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
続

き
、
池
田
専
務
理
事
お
よ
び
苦
瀬
常
務
理

事
よ
り
、
２
０
１
７
年
度
会
計
決
算
報
告

お
よ
び
損
失
金
処
理
案
（
案
）
の
決
定
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
４
名
の
総
代
よ
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

西
尾
久
７
・
８
丁
目
支
部
の
宇
都
木
総
代

よ
り
「
介
護
保
険
を
使
っ
て
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
が
開
始
さ
れ
る
が
、
現
行
行
っ
て
い

る
物
理
療
法
は
今
後
ど
う
な
る
か
」、
上
中

里
支
部　

一
石
総
代
よ
り
「
事
前
質
問
用

紙
の
回
答
集
の
経
営
に
つ
い
て
の
回
答
に

あ
る
見
え
に
く
い
人
件
費
と
は
何
か
」「
大

幅
な
赤
字
が
あ
る
が
、
生
協
は
大
丈
夫
な

の
か
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
の

か
」、
西
尾
久
１
・
２
・
３
支
部
の
野
田
総

代
よ
り
「
事
業
所
で
加
入
し
た
組
合
員
は
、

支
部
に
入
っ
て
い
る
の
か
。
入
っ
て
い
な

い
組
合
員
が
い
る
の
で
は
な
い
か
」

栄
町
支
部
の
前
澤
総
代
よ
り
「
通
所
リ
ハ

で
介
護
保
険
を
使
う
と
外
来
リ
ハ
や
物
療

は
ど
う
な
る
か
」

　

平
原
副
理
事
長
よ
り
「
来
年
度
よ
り
医
療

保
険
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
制

度
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
介
護
保
険
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を

今
か
ら
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
」

「
オ
レ
ン
ジ
ほ
っ
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
病
棟
の
赤
字
幅
を
縮
小
さ
せ

な
が
ら
、
法
人
全
体
で
の
収
支

改
善
を
検
討

す
る
」、
池
田

専
務
理
事
よ

り
「
組
織
図

に
あ
る
と
お

り
、
事
業
所

加
入
の
組
合

員
は
支
部
に

所
属
し
て
い

る
」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
か
ら
答
弁
を
受
け
、
事
業
活
動
報

告
・
方
針
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
議
事
が
再
開
さ
れ
、
土
屋
理

事
長
よ
り
新
中
期
計
画
わ
く
わ
く
５
ヵ
年
計

画
を
、
池
田
専
務
理
事
よ
り
２
０
１
８
年
度

会
計
予
算
の
決
定
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
２
名
の
総
代
よ
り
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
飛
鳥
山
支
部
の
佐
藤
総
代

よ
り
「
赤
字
部
門
と
黒
字
部
門
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
運
営
を
し
て
欲
し
い
。
今
後
、

西
ヶ
原
・
滝
野
川
に
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
診
療

所
を
建
設
し
て
欲
し
い
。
そ
の
希
望
を
持
っ

て
飛
鳥
山
支
部
を
結
成
し
た
の
で
、
５
ヵ
年

計
画
で
の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」「
健
診
を
通
じ
て
事
業
所
の
拡
大
を

考
え
て
い
る
の
か
」「
若
者
や
男
性
を
ど
の

よ
う
に
巻
き
込
ん
で
ゆ
く
の
か
。
大
学
と

連
携
し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
、

若
手
の
育
成
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
」、
栄

町
支
部　

前
澤
総
代
よ
り
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
虹
の
会
の
活
動
の
紹
介
」

　

土
屋
理
事
長
よ
り
「
診
療
所
開
設
に
は
、

診
療
圏
内
で
最
低
２
０
０
０
人
の
組
合
員

が
必
要
で
あ
り
、
ぜ
ひ
２
０
２
０
年
ま
で

に
達
成
す
る
組
合
員
拡
大
を
お
願
い
し
た

い
」「
随
時
、
協
会
け
ん
ぽ
で
の
健
診
を
広

報
し
て
い
る
」「
大
学
と
の
連
携
は
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
」

　

ま
た
、
事
前
に
議
案
書
と
一
緒
に
事
前

質
問
用
紙
が
配
布
さ
れ
、
７
件
の
事
前
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
当
日
配
布
資
料
で
の
書

面
回
答
と
補
足
説
明
が
理
事
会
よ
り
さ
れ

ま
し
た
。

　

理
事
会
か
ら
以
上
の
答
弁
を
受
け
、

新
中
期
計
画
わ
く
わ
く
５
ヵ
年
計
画
、

２
０
１
８
年
度
会
計
予
算
は
、
賛
成
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
池
田
専
務
よ
り
、
役
員
選

任
に
つ
い
て
、
２
０
１
８
年
度
役
員
報
酬

限
度
額
決
定
に
つ
い
て
、
退
任
役
員
功
労

金
支
給
に
つ
い
て
、
議
事
効
力
発
生
決
議

に
つ
い
て
提
案
。
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
54
回
通
常
総
代
会
で
、
渡
邉
章
職
員
、

百
瀨
文
也
職
員
が
新
理
事
に
選
任
さ
れ
、

青
木
米
蔵
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
総
代

会
終
了
後
、
第
１
回
理
事
会
が
開
か
れ
、

理
事
会
三
役
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
会
場
に
残
ら
れ
た
総
代
の
皆
さ
ん

に
は
、
理
事
会
三
役
体
制
が
紹
介
、
そ
の

後
、
20
年
永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
、
氷
室

京
子
職
員
、
北
條
弘
美
職
員
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第54回通常総代会賛成多数で全議案を承認
新中期計画わくわく5ヵ年計画スタート

理
事
長
よ
り
新
中
期
計
画
案

わ
く
わ
く
５
ヵ
年
計
画
を
提
案

事
前
質
問
用
紙
７
件
と
５
名
の

総
代
さ
ん
が
率
直
な
発
言
で
の

質
疑
応
答

新
た
に
2
名
の
理
事
が
選
任

七
夕
の
日
、
江
戸
川
区
の

「
模
擬
訓
練
」
に
参
加
し
て

き
た
。
認
知
症
の
方
が
道
に

迷
っ
て
行
方
不
明
に
な
っ
た

時
、
地
域
住
民
の
協
力
で
無

事
に
自
宅
へ
帰
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
お
か
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
江
戸
川

区
青
年
商
工
会
主
催
）
の
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
だ
▼
夏
の
日

差
し
が
強
い
中
、
町
中
を

歩
い
て
認
知
症
高
齢
者
に
扮

し
た
ス
タ
ッ
フ
を
探
し
回
っ

た
。
知
ら
な
い
町
の
隅
か
ら

隅
ま
で
目
を
凝
ら
し
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
。
歩
道
の
段
差
に
気

付
か
ず
つ
ま
ず
き
そ
う
に

な
り
、
暑
い
日
差
し
を
浴
び

な
が
ら
汗
を
か
き
か
き
、
喉

は
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
始
末
。

や
っ
と
見
つ
け
た
時
は
、
安

堵
し
た
と
同
時
に
強
い
疲
労

感
に
襲
わ
れ
た
▼
そ
の
体
験

を
通
じ
、
認
知
症
の
方
は
誰

か
に
声
を
か
け
て
欲
し
い
。

助
け
て
欲
し
い
。
と
い
う
思

い
で
歩
き
続
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
、
胸
が

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
近
年
「
徘
徊
」
と
い
う

言
葉
は
使
わ
な
い
動
き
が
あ

る
。「
徘
徊
」
と
言
う
の
は

目
的
も
な
く
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る

事
。「
仕
事
に
行
か
な
き
ゃ
」

や
「
子
供
を
迎
え
に
行
か
な

き
ゃ
」
と
ち
ゃ
ん
と
し
た
目

的
を
持
っ
て
認
知
症
の
方
は

外
出
し
て
い
る
の
で
「
徘

徊
」
で
は
な
く
「
外
出
」
だ

▼
子
供
も
高
齢
者
も
認
知
症

の
方
も
関
係
な
く
、
安
全
に

外
出
の
で
き
る
町
を
つ
く
る

の
が
こ
こ
に
住
み
、
働
い
て

い
る
我
々
の
責
任
だ
と
強
く

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
有
意

義
な
時
間
だ
っ
た
。

コ
ラ
ム

聴
診
器

（
Ｍ
）

第54回通常総代会で理事2名の
補充選任が行われ、1名の理事が
退任されました。

当生協診療所の診療所長が
交代になりました。

理事 渡邉 章　　理事 百瀬 文也
　　　　　　　
理事 青木 米蔵

梶原診療所所長 平原 佐斗司

前所長の西本明医師は、引き続き梶原
診療所での診療は継続します。

オレンジほっとクリニック所長 
田辺 幸子

全体風景

総代会採決

総代会提案

新任理事紹介

退任理事 ご苦労様でした。

　

前
回
の
掲
示
板
も
同
じ
フ
レ
ー
ズ

か
ら
始
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
最

近
、
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
利
用
委
員
会
会
議
は
、
虹

の
箱
の
投
書
も
な
く
、
地
域
か
ら
の

お
声
も
聞
か
れ
ず
、
活
発
な
話
し
合

い
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状

態
で
す
。
そ
れ
で
も
、
当
院
と
小
台

宮
城
支
部
の
地
域
活
動
は
、
大
変
活

発
で
、
毎
月
班
会
が
積
極
的
に
行
わ

れ
、
６
月
に
は
地
域
の
東
京
土
建
足

立
支
部
江
扇

分
会
の
住
宅

デ
ー
と
、
宮

城
小
学
校
の

チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
に

参
加
し
、
地

域
の
健
康
を

守
ろ
う
と
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
が
力
強
く
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
６
月
か
ら
は
、
自
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
申
し
出
く
だ

さ
っ
た
方
に
、
お
庭
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
駐
車
場
の
清
掃
を
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

少
人
数
で
何
か
と
手
が
回
ら
な
い

当
院
で
す
が
、
本
当
に
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
こ
と

を
実
感
し
、
感
謝
の
想
い
が
尽
き
ま

せ
ん
。

　

梶
原
診
療
所
や
宮
の
前
診
療
所
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
う
な
、
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
る
ほ
ど
整
っ
た
活
動

に
は
ま
だ
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
が
徐
々
に
広
が
っ
て
、
当
院
の
形

と
し
て
、
新
し
い
色
ん
な
形
で
皆
さ

ん
と
一
緒
に
何
か
を
で
き
た
ら
い
い

な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
息
長
く
皆
さ
ま
に

寄
り
添
い
な
が
ら
診
療
が
で
き
ま
す

よ
う
に
、
当
院
は
い
つ
で
も
皆
さ
ま

か
ら
の
様
々
な
ご
指
摘
・
ご
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
意
見
で
も
構
い
ま
せ
ん
、

各
お
手
洗
に
有
り
ま
す
虹
の
箱
へ
の

投
書
を
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

受 付  窓口から皆さんへ

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニッ
ク

利
用
委
員
会

掲
示
板
虹の声

歩
こ
う
会

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

日　

程
：
8
月
12
日（
日
）

行　

先
：
代
々
木
公
園

集　

合
：
J
R
田
端
駅
９
時

日　

程
：
9
月
9
日（
日
）

行　

先
：
哲
学
堂

集　

合
：
J
R
田
端
駅
９
時

コ
ー
プ
の
な
か
ま・荒
川

 

「
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」

日　

時
：
９
月
13
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
熊
ま
ね
き
堂（
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
熊
野
前 

中
程
）

参
加
費
：
無
料

８
月
は
お
休
み
で
す
。

宮の前地区
●ふれあい粋、活き（いきいき） サロン「あっぷる会」健康チェック
日　時：9月13日(木) 午後1時30分～2時30分　　
場　所：あっぷる館（小台通り）
8月はお休みです。

●西尾久東長寿会　健康チェック
日　時：9月18日（火） 午後1時～2時
場　所：西尾久東町会会館
8月はお休みです。

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン さくらサロン宮の前
日　時：9月19日（水） 午後2時～3時
場　所：宮の前診療所２階 さくらの部屋
8月はお休みです。

西日本で発生した豪雨により、多くの方々が被
害に遭われました。各診療所窓口・生協本部
組織部で、8月末まで募金を受付けます。ご協
力お願いします。

支援募金は、日本医療
福祉生活協同組合連
合会を通じて、現地の
医療生協などにお届け
します。

掲 示 板

健康づくり委員会

（
事
務
長　

牛
田
）

 梶原診療所の
 患者様無料
 駐車場について

2018年7月
西日本豪雨災害
支援募金に

ご協力お願いします。

詳細に関しましては後日掲載させていただきます。

 

専
門
家
に
よ
る「
子
育
て
教
室
」

 

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

梶原診療所の患者様無料駐車場台数を3台分から2台分(入り口手
前より2台)に変更となりました。今期より訪問診療の患者様増加に伴
い、業務車両を増車しました。契約駐車場の台数に限りがあります。ご
不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。

　健康チャレンジとは、一定期間、数種類の健康づくりコースを選び、個人エントリーもしくは友人・職
場・家族などのグループでエントリーしていただき、実施した項目を毎日記録しそれを報告することで、
健康習慣を身に着けるきっかけにしていただく趣旨で行っています。健康チャレンジは全国でも積極的
に取り組んでおり、2017年度は１３万７４７人が健康チャレンジに参加しています。当生協でも2018
健康チャレンジと題し準備を進めております。チャレンジに参加して健康習慣を身につけましょう！！

①なんでも運動いきいきコース
②脳イキイキコース
③すこしお減塩生活コース
④お口の健康コース
⑤スッキリ快眠コース

①お手伝いコース
②早寝早起きコース
③毎日しっかり歯磨きコース
④もぐもぐコース（よく噛む習慣）
⑤家族と一緒になんでもコース

健康チャレンジのご案内2018年度

（生協本部）

５つの
チャレンジ
コース

チャイルド
コース

移転等の際に住所変更等のお届けがされない場合、生協からの機関紙などのお
知らせを発信しても、長期にわたって届かないということが発生します。そして、一定
期間(2年以上)医療生協との音信が途絶えた場合、医療生協はその組合員から
｢脱退の予告があったもの｣とみなし、定款第10条の２により、この事実を公告した
後、事業年度末に「自由脱退」したものとして事務手続きを進めます。住所や氏名
など変更がありましたら、速やかに医療
生協にご連絡くださるようお願いします。 ■生協本部・組織部 ☎03-3911-2005

転居・氏名変更、お亡くなりになった場合は医療生協にご連絡ください

瓦
版

宮
の
前 

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

（2018年6月末日現在）
16.989名 533.620千円

2018 年

8月号 No.472

［1］2018年8月 ［4］2018年8月No. 472あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念） あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 472

■梶原デイサービスに空きがあります。申込・見学を受け付けています。連絡先☎03-3911-7265



在宅の窓Vol.99
キ
ッ
ズ

メ
デ
ィ
カ
ル

vol.72

　

2
0
1
７
年
度

　

第
13
回
理
事
会

　
－

開
催
日
６
月
４
日

①
５
月
加
入
27
名 

出
資
９
０
６
口 

班

会
開
催
５
月
30
班
②
５
月
診
療
所
外

来
１
０
０
％
･
在
宅
往
診
数
昨
年
比

１
０
８
％
訪
問
系
延
数
１
０
６
％

①
４
月
度
の
経
営
状
況
経
常
損
失

９
８
２
万
円
②
２
０
１
８
年
度
予
算

確
認
③
用
地
売
却
確
認
④
組
織
運
営

図
検
討
⑤
総
代
会
議
案
内
容
検
討

　

2
0
1
７
年
度

　

第
14
回
理
事
会

　
－

開
催
日
６
月
24
日

①
訪
問
診
療　

看
護
師　

青
木
あ
ず

さ　

入
職
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

言
語
聴
覚
士　

小
川
真
梨
花　

入
職　

②
理
事
会
役
員
体
制
検
討

　

６
月
15
日
東
尾
久
支
部
主
催
の
「
自

分
の
死
を
考
え
る
会
」
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
冷

た
い
雨
の
降
る
中
、
24
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
や
土
屋
理
事
長
に
支

え
ら
れ
て
、
13
回
目
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
今
回
は
土
屋
理
事
長
の

「
尊
厳
死
」
に
つ
い
て
の
講
演
と
、
泉

看
護
師
長
の
「
尊
厳
あ
る
生
活
に
向
け

た
取
り
組
み
〜
宮
の
前
診
療
所
の
役
割

と
活
動
〜
」
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

土
屋
理
事
長
は
、
尊
厳
死
協
会

の
協
力
医
師
で
あ
り
、
協
会
会
員

で
あ
る
組
合
員
さ
ん
の
意
志
を
尊

重
し
て
最
期
を
看
取
っ
た
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
そ
の

ご
家
族
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
生

前
の
意
思
を
伝
え
る
た
め
に
自
分

で
最
期
を
決
め
、
充
実
し
た
人
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
自
分
の
死
を
考
え

る
会
」
は
年
に
２
回
、
６
月
と
11

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
次

回
の
開
催
を
お
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

み
な
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す

か
？　

６
月
は
東
京
ふ
れ
あ

い
医
療
生
協
の
創
立
し
た
月

な
ん
で
す
。

　

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協

は
今
年
で
48
年
目
。
２
０
２
０

年
に
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
、
２
０
２
０
年
の
50

周
年
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
協

の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

交
流
を
図
り
、
夢
を
語
り
合

お
う
と
い
う
こ
と
で
、
組
合

員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
品
ず
つ
持

ち
寄
っ
て
の
食
事
会
を
開
き

ま
し
た
。
食
事
会
の
最
中
は
、

設
立
当
初
か
ら
最
近
の
活
動

ま
で
様
々
な
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
を
画
面
で
流
し
な

が
ら
、
あ
の
時
は
こ
う
だ
っ

た
ね
、
と
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

の
事
、
そ
し
て
50
周
年
事
業
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。

　

人
数
は
当
初
の
予
定
ほ

ど
多
く
は
集
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
た
く
さ
ん
持
ち
寄
っ
て
頂

き
、
と
て
も
豪
華
な
食
事

会
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り

良
い
生
協
活
動
に
繋
げ
る

た
め
に
も
、
こ
こ
で
話
し

合
わ
れ
た
夢
を
今
後
、
50

周
年
に
向
け
て
ひ
と
つ

ひ
と
つ
叶
え
て
い
く
こ
と
が
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
交
流
で
き
る
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
が
策
定
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
紙

面
や
学
習
会
、
交
流
会
な
ど
様
々
な
場
で
ク
レ
ド
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ク
レ
ド

と
い
う
言
葉
を
私
自
身
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
近
で
は
多
く
の
組
合
員
が
ご
く
自
然
に
「
ク
レ

ド
」
と
口
に
す
る
場
面
を
見
る
よ
う
に
な
り
、「
継

続
は
力
な
り
」
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
第
54
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
第
３
号
議
案
に
は
、
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
を

も
と
に
し
た
新
中
期
計
画
「
わ
く
わ
く
５
カ
年
計
画

（
案
）」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
の
「
ふ

れ
あ
い
未
来
会
議
」
で
、
地
域
組
合
員
か
ら
出
さ

れ
た
医
療
や
ケ
ア
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
や
梶
原
診
療
所
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
オ
レ
ン
ジ
ほ
っ
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

オ
ー
プ
ン
な
ど
で
具
体
化
し
、
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し

た
と
あ
り
ま
す
が
、
増
加
す
る
高
齢
世
帯
に
対
応
す

る
住
ま
い
の
課
題
や
住
民
主
体
の
相
互
扶
助
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
の
暮
ら
し
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
進
展
が
見
ら
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
の
中
に
は
、
暮
ら
し

の
質
を
よ
り
豊
か
に
し
、
誰
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
「
健
康
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
」
と
い
う
３
つ
の

要
素
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
地
域
組
合
員
と
職
員

組
合
員
が
、
こ
の
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
を
上
手
に
使
い

こ
な
し
て
、
地
域

の
社
会
資
源
と
連

携
し
な
が
ら
暮
ら

し
の
課
題
に
対
応

で
き
る
生
協
と
な

れ
る
よ
う
に
、
協

同
の
力
を
発
揮
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「

ク
レ
ド」

の
言
葉
が

徐
々
に
浸
透
す
る
。

連 載⑮
〝
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
〞チ
ー
ム
よ
り

　

昨
夏
、
地
域
の
方
よ
り
、

一
人
暮
ら
し
の
A
さ
ん
（
男

性
・
78
歳
）
に
つ
い
て
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。「
家
の
中

で
、
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

診
療
所
へ
受
診
を
促
し
て
も

『
嫌
だ
』
と
受
診
に
拒
否
的
」

と
の
事
で
し
た
。

　

A
さ
ん
宅
を
訪
問
・
往
診

を
す
る
と
そ
こ
に
は
、
家
の

窓
を
開
け
放
っ
て
、
ひ
ど
く
熱

い
環
境
の
中
で
ぐ
っ
た
り
と
し

て
い
る
A
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
ご
本
人
の
了
解
を
得
な
が

ら
、
自
宅
に
て
点
滴
を
す
る
体

制
等
を
整
え
、
２
週
間
程
の
時

間
を
か
け
て
、
A
さ
ん
の
体
調

は
回
復
さ
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
熱
中
症
の
状
態
で
し
た
。
暑

い
時
期
に
な
る
と
、
A
さ
ん
と

同
様
の
ご
相
談
を
受
け
る
事
が

度
々
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
夏
の

熱
中
症
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
自
分

事
と
し
て
の
注
意
が
必
要
で

す
。

　

環
境
省
に
よ
る
と
、
室
温

28
℃
前
後
の
維
持
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
組
織
責
任
者

　
　
　
　

目
々
澤
）

（
梶
原
診
療
所 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

小
山
宰
）

　

６
月
30
日
（
土
）
に
、
歌
声
喫
茶
を
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
57

名
が
参
加
し
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
沢
山
の

歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

歌
う
曲
は
、
懐
か
し
い
童
謡
や
、
唱
歌
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ロ
シ
ア
民
謡
な
ど
な
ど
。

懐
か
し
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
楽
し
い
時
間
を
す

ご
し
ま
し
た
。
伴
奏
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ギ

タ
ー
、
カ
ホ
ン
（
打
楽
器
）
で
行
い
ま
し
た
。

楽
器
が
弾
け
る
方
、
伴
奏
者
大
募
集
中
で
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
せ
。

　

こ
の
歌
声
喫
茶
は
、
東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生

協
の
５
か
年
計
画
策
定
の
「
わ
く
わ
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ

れ
た
企
画
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。
初
回
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
頂
き
、
大
変
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
歌
声
喫
茶
の
名
称
は
、
当
日

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
「
ふ
れ
あ
い
」
と
決
ま
り

ま
し
た
。

　

歌
う
こ
と
は
、
健
康
に
も
、
気
持
ち
や
心
理

的
な
面
か
ら
も
と
て
も
良
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
な
に
よ
り
、
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
と
の
感
想
を
皆
さ
ん
か
ら
頂
き

ま
し
た
。
今
後
も
月
１
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

　

５
年
前
に
梶
原
診
療
所
は
小
規

模
の
病
院
並
み
の
診
療
機
能
を
持

つ
診
療
所
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
外
来
で
は
C
T
や
胃
・

大
腸
の
内
視
鏡
、
心
臓
・
腹
部
・

脈
管
の
超
音
波
、
睡
眠
時
無
呼
吸

検
査
、
骨
密
度
検
査
、
専
門
的
認

知
機
能
検
査
な
ど
各
科
に
わ
た
る

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

診
療
体
制
も
今
年
度
か
ら
常
勤

医
９
名
体
制
と
な
り
、
日
常
的
な

ど
ん
な
相
談
に
も
応
え
る
総
合
医

を
基
本
と
し
つ
つ
、
内
科
（
循
環

器
、
呼
吸
器
、
消
化
器
、
ア
レ
ル

ギ
ー
）、
整
形
外
科
、
小
児
科
領
域

な
ど
の
各
科
の
専
門
的
な
相
談
ま

で
応
え
ら
れ
る
体
制
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
の

が
、
外
来
に
定
期
的
に
来
ら
れ
て

い
る
方
の
重
症
化
を
防
ぎ
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
慢
性
疾
患

管
理
で
す
。
加
え
て
、
近
年
増
加

し
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど

子
供
の
様
々
な
健
康
課
題
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
中
の
ご
家

族
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

齢
者
に
多
い
急
な
病
状
の
変
化
に

対
し
て
も
、
外
来
の
充
実
し
た
診

療
機
能
を
駆
使
し
、
在
宅
部
門
や

病
棟
部
門
と
協
働
し
、
医
療
・
介

護
の
困
り
ご
と
を
担
当
す
る
く
ら

し
相
談
室
と
も
連
携
を
し
て
、
切

れ
目
な
い
医
療
と
ケ
ア
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
〝
医
療
の
家
〞
の
玄
関

に
ふ
さ
わ
し
い
外
来
機
能
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
動
開
始
の
歌
声
喫
茶

名
称
は「
ふ
れ
あ
い
」に
決
定

６
／
30
創
立
記
念　
持
ち
寄
り
食
事
会

（
梶
原
診
療
所 

平
原 

佐
斗
司
）

（
梶
原
診
療
所　

０
３
―
３
９
１
１
―
５
１
７
１　

医
事
課　

山
根
）

（
東
尾
久
支
部
長　

川
畑
記
）

（
本
部　

百
瀬
記
）

　

花
粉
症
の
患
者
さ
ん
は
、
花
粉
症
の
季
節
が

終
わ
り
、
よ
う
や
く
ホ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ス
ギ
花
粉
症
に
対
す
る
ア
レ
ル
ゲ
ン

免
疫
療
法
「
シ
ダ
キ
ュ
ア
ス
ギ
花
粉
舌
下
錠
」

が
６
月
下
旬
よ
り
販
売
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

花
粉
症
の
治
療
は
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
に
よ
る

対
症
療
法
が
中
心
で
す
が
、
舌
下
療
法
は
花
粉

症
の
根
治
を
期
待
で
き
る
数
少
な
い
治
療
法
の

１
つ
で
す
。
今
ま
で
は
舌
下
液
に
よ
る
治
療
で

し
た
が
、
今
回
発
売
さ
れ
た
薬
剤
は
、
液
状
で

は
な
く「
舌
下
錠（
舌
の
下
に
入
れ
る
と
溶
け
る
」

タ
イ
プ
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
舌
下
錠
の
対
象

年
齢
は
12
歳
以
上
で
し
た
が
、
５
歳
以
上
の
小

児
か
ら
対
象
年
齢
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
治
療
は
、
ス
ギ
飛
散
時
期
（
１
月

か
ら
５
月
）
は
新
規
に
開
始
が
で
き
な
い
た
め
、

今
期
は
６
月
か
ら
12
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
梶
原
診
療
所
で
は
。
７
月
２
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ミ
テ
ィ
キ
ュ
ア
ダ
ニ
舌

下
錠
に
よ
る
舌
下
療
法
も
開
始
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
に

舌
下
療
法

〜
新
治
療
薬
発
売

（小台宮城支部）
池浦松雄さんの作品

「自宅で咲いた花です。両手に花、癒されました。」

⑩

絵手紙・写真・手芸作品を毎号交互に紹介していき
ます。組合員さんの日頃の精進にご期待ください。

自分で最期を決めるための
「自分の死を考える会」を開催

▼〔
協
議
検
討
事
項
〕

▼〔
協
議
検
討
事
項
〕

　陥入爪は、爪側縁先端を深く切りすぎる（図1）
ために、爪側縁先端が、皮膚に食い込み始めま
す。陥入爪を予防する爪の切り方は、図2のよう
に、爪の先端だけ切り、極力、角を落とさないよう
にすると予防できます。特に、足の親指には、体重
がかかるので、注意が必要です。

A 痛みが伴わない場合：
　爪の切り方の指導などをします。
B 痛みが伴う場合：
◆巻き爪
　ワイヤー法（ファミリークリニック 斉木医師が

実施しています）などで巻き爪を矯正します（保
険外治療）。
◆陥入爪（感染がない場合）
　痛み止め
の内服、コット
ンパッキング
法、テーピン
グ。
　軽症の場
合には、爪側
縁先端の下に小綿球を詰める方法で、軽快す
ることもあります。痛む陥入する爪と皮膚の間に
小綿球を無理やり入れるので、我慢が必要で
す。爪は、月に約２ｍｍ伸びますので、爪側縁先
端が、皮膚の上に出てくるまで、続けます。
◆陥入爪（感染がある場合）
①痛み止め・抗生剤の内服。
②抗炎症剤の内服抗菌作用のある薬の外用
（ゲンタシン軟膏など）。

③ステロイド
剤の外用（ス
テロイドは化
膿性肉芽腫
を押さえる
働きがありま
す）。
　陥入爪の治療として、爪の側縁を短く切る方
法も行われていますが、一時的に症状を和らげ
るだけで、爪が少し伸びてくると、かなりの確率
で再発しますし、一層重症化します。
④人工爪療法
　患部の爪の上にアクリル人工爪（歯科で使う
接着剤を使用）を作製して、爪を長くし、爪が食
い込まないようにする方法です。欠点は術後治
癒するまでの間は、過激な運動を避ける必要が
ある事です（保険外治療 梶原診療所では未実
施）。
　次回は手術法です。

神田 光悦梶原診療所 内科医

コットンパッキング法

陥入爪の予防・治療法

メディカルホーム（医療の家）の玄関としての
外来機能の更なる充実を目指す

vol.3

2017年度

理事会
から

▼〔
報
告
事
項
〕

2018健康まつりの日程と
開催場所が決定

今年の健康まつりは、昨年と同じ日本製紙物流（株）
日刊スポーツ印刷社（株）読売新聞（株）様のご協力
を得て、開催することになりました。詳細に関しまし
ては、今後の機関紙やチラシ等にてお知らせいたし
ます。

日時

会場

11月11日（日）
10時～14時(予定)

日本製紙物流(株)
日刊スポーツ印刷社(株)
読売新聞(株)

※7月号理事会からの訂正　理事会第11回が第12回に、開催日5月6日が5月7日に、4月度経常剰余165万が3月度経常剰余452万に訂正となります。

図1　間違った爪切り 図2　正しい爪の切り方

［3］2018年8月 ［2］2018年8月No. 472あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念） あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 472

■サロン「かあさんの茶の間」＝毎週火・木曜日 午後1時～午後5時・みらいハウス梶原 ■「生命の炎」づくりにあなたの知恵と力を貸してください（編集委員を募集中）☎03-3911-3630 天沼まで


